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応する8の字型のほ うが 弾 性 エ ネ ル ギ ー が小さいことがわかる｡ねじりの弾性エネルギー U.紘
Wrによって次のよう に 表 わ す こ と が で き る ｡
Ut- 響 (ALK- Wr)2 (G)
















ここではDNAを曲げとね じれの 2つの弾性定数 A,Cで特徴づけられ る連続的弾性棒モデル
(半屈曲性高分子 )で記述する｡閉環状二重らせんの場合,絡み数 Lb(トポロジー不変量)と
全ツイス ト数 Twの差はライジング数 (writhingnumber)wrと呼ばれ,変形の間Lkが一定
に保たれる制限があるため複雑に曲がりくねった高次構造が安定になる｡
§1.空間曲線のライジング数
経路長Sで表示 した,滑らかで交点を持たない全長Lの閉じた空間曲線 r(S)を考える｡曲線
おび
上の各点に,この曲線に垂直に単位ベクトル u(S)をくっつけてtr(S),u(S))のセットをt帯"
と呼ぶ｡u(S)も滑らかに変化するものとする｡この帯の各点には,曲線の接線ベクトルtとV
≡txuで定義される単位ベクトルVで動座標系tt,a,vIを構成することができる.曲線に
沿って進むと,この座標系は回転するが,この回転を特徴づける回転ベクトルをB-a,1t+a,2u
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